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計　算　条　件

１．　照　　度１．　照　　度１．　照　　度１．　照　　度
　　照度は、次表の標準照度より選定した。

室　　　　　内　　　 照    　度　[ １X ]
一般事務室、監視室 400 ～ 750
上級室、会議室 350 ～ 750
食堂、喫茶室 350 ～ 550
玄関ホール 250 ～ 350
廊下 100 ～ 300
（注）　照度は、作業面（一般事務室では床上８５cm、
　　　業では床上４０cm、廊下などでは床面）における
　　　平均照度。



照　度　計　算　書照　度　計　算　書照　度　計　算　書照　度　計　算　書 建物名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ランプ光束 照　度 室   の   大   き   さ 作業面器具の 光源の   　室  指  数
反 射
率

照明率 保守率 灯数 設計

階数 室　　名 照明器具形式 間口 奥行 面積 高さ 高さ 下がり 高さ 天井 壁 床 灯数 照　度 台数 備　　考
F [ lm] E [ lx] X [m] Y [m] A [㎡] Z [m] h1 [m] h2 [m] H [m] 指数 記号 [％] [％] [％] U M N [本] N [本] E [ lx] [台]

1F 事務室B FRS15-322 3,200 600 7.3 7.7 56.21 2.8 0.85 0 1.95 1.92 E 70 50 10 0.61 0.70 24.7 24 583 12
〃 事務室B FRS15-322 3,200 600 14.5 7.7 111.65 2.8 0.85 0 1.95 2.58 D 70 50 10 0.64 0.70 46.7 48 616 24

2F 廊　　下 FRL5A-P363 2,700 200 1.8 43.2 77.76 2.3 0.0 0 2.3 0.75 I 70 50 10 0.36 0.66 24.2 36 297 12



照度計算書 建物名称

階数 室名 照明器具形式 ﾗﾝﾌﾟ光束 作業面 器具の 光源の 照明率保守率 灯数 設計 合計
F(lm) 間口 奥行 面積 高さ 高さ 下がり 高さ 指数 記号 天井 壁 床 台数 平均照度平均照度

X(m) Y(m) A(m^2) Z(m) h1(m) h2(m) H(m) (％) (％) (％) U M N(本) 台 E(lx)
1 和室 8 7.5 60 0 #DIV/0! 0

0 0 #DIV/0! #DIV/0!
1 カウンター 5 3 15 0 #DIV/0! 0

0 0 #DIV/0! #DIV/0!
1 レストラン 15 12 180 0 #DIV/0! 0

0 0 #DIV/0! #DIV/0!
1 備品室 FL40WX2 X4 3000 8 5 40 0 #DIV/0! 2 4 422.5

0 0 #DIV/0! #DIV/0!
1 ボンベ庫 FL40WX1 X2 3 5 15 0 #DIV/0! 1 2 169

0 0 #DIV/0! #DIV/0!
1 気化装置室 FL40W X 1 3000 3 1.5 4.5 0 #DIV/0! 1 1 281.67

0 0 #DIV/0! #DIV/0!
1 ゴミ集積所 FL40W X 1 3000 3 2 6 0 #DIV/0! 1 1 211.25

0 0 #DIV/0! #DIV/0!
1 ホール（２） FDL18WX1 X18 1000 13.5 13.5 182 0 #DIV/0! 1 18 0

室の大きさ 室指数 反射率



電灯負荷設備容量集計表電灯負荷設備容量集計表電灯負荷設備容量集計表電灯負荷設備容量集計表 建物名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      設計基準関連ページ ７３～７５，７７５ 平成　　年　　月　　日

変圧器名称　　No.  1 単相変圧器

幹線番号 照　 　明 コンセント (FCU以外) FCUコ ンセント 　そ　 の　他 予　 　備 合　 　計 幹線番号 非常 照明
分電盤名称 L [kVA] ( [kW] ) C [kVA] FC [kVA] [k VA] [k VA] [k VA] 分電盤名称

又は名称 常用回路自家発電回路常用回路自家発電回路常用回路自家発電回路 回路 回路 常用回路自家発電回路常用回路自家発電回路 又は名称 実装容量 予備容量
L-N-B1 L-B1 5.0 4.5 0.5 5.0 7.7 L-K-1 L-B1 2.2 1.0

(           ) 7.3
L-N-1 L-1 12.9 19.3 1.6 5.0 19.5 〃 L-1 2.0 1.0

(           ) 19.3
L-K-2 L-2 2.8 1.0

(           )
L-G-1 L-B1 9.6 3.0 4.0 8.5 〃 L-3 2.8 1.0

(    9.1    ) 8.1
L-G-2 L-1 5.8 1.5 2.0 4.5 L-K-3 L-4 2.8 1.0

(    5.5    ) 4.8
〃 L-2 5.3 2.0 3.8 〃 L-5 2.6 1.0

(    5.0    ) 3.5
L-G-3 L-3 4.5 2.0 3.2

(    4.3    ) 3.3
〃 L-4 4.5 2.0 3.2

(    4.3    ) 3.3
〃 L-5 4.6 2.0 3.4

(    4.4    ) 3.2

負荷容量合計[kVA] 17.9 34.3 23.8 4.5 2.1 10.0 14.0 53.8 52.8 負荷容量合計[kVA] 15.2 6.0
   ([kW]) (  32.6   )

負荷種別容量[kVA] 52.2 28.3 2.1 24.0

(注)　１.　 　照明、コンセント（FCU以外）、FCUコンセント及びその他の欄 ２.  単相三線式の場合、合計欄は次による。 ３.  　照明の自家発電回路の欄には、
は実装容量を記載し、予備欄はこれらの予備容量の合計値を 上段 上段： 第１相～ 中性相合計容量 （　　）内にkW値を記入する。
記載する。 下段 下段： 第２相～ 中性相合計容量
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動力設備負荷表動力設備負荷表動力設備負荷表動力設備負荷表 建物名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     設計基準関連ページ 86, 109～113 平成　　年　　月　　日　

制御盤名称 P-B1-1 主幹器具（常用）２００A（端子）（自家発電）１００A（端子） 幹線サイズ（常用） CV  100□-3C　　（自家発） CV  38□-3C

電動 機出力 　冷凍機・エレベーター 　空　調　関　係 　衛　生　関　係 　そ　の　他
負荷名称 負荷記号 [k W] 　　　1　　　　 Pa [kVA] 　Pb [kVA] 　Pc [kVA] 　 [kVA]

常用回路 自家発電回路 力率×効率 区分 常用回路 自家発電回路 区分 常用回路 自家発電回路 区分 常用回路 自家発電回路 区分 常用回路 自家発電回路

冷却水１次ポンプ PCN-1 5.5 1.25 ○ 6.88

冷却水ポンプ PC-1 11 〃 ○ 13.75

冷却塔 CT-1 3.7 〃 ○ 4.63

温水１次ポンプ PW-2 3.7 〃 △ 4.63

FC 冷温水ポンプ　（南） PCW-1 3.7 〃 ○△ 4.63

FC 冷温水ポンプ　（北） PCW-2 2.2 〃 ○△ 2.75

空調機冷温水ポンプ PCW-3 3.7 〃 ○△ 4.63

空調機 ACU-B1 2.2 〃 ○△ 2.75

空気ろ過器 AF-B1 0.4 〃 ○△ 0.5

給気送風機　（機械室） FS-5 1.5 〃 ○△ 1.88

排気送風機　（機械室） FE-5 1.5 〃 ○△ 1.88

揚水ポンプ　（自動交互） PW-1 11 〃 ○△ 13.75
汚物用排水ポンプ（自動交互同時） PD-2 2.2×2 〃 ○△ 5.5
雑用排水ポンプ（自動交互同時） PD-3 3.7×2 〃 ○△ 9.26

              電動機出力合計 [kW] 39.1 22.8 　負荷容量計※ 48.9 28.5

             　負荷容量合計 [kVA] 48.9 28.5 　夏期負荷容量計 44.3 28.5

(※の合計)　　 　冬期負荷容量計 23.7 28.5
(注)　１. 　　　 1  　　は、設計基準８６ページによる。

力率×効率
2. 区分欄には右の記号をつける。　 ○：夏期に稼働するもの　　△：冬期に稼働するもの



幹　線　計　算　書幹　線　計　算　書幹　線　計　算　書幹　線　計　算　書 建物名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      設計基準関連ページ 86, 109～113 平成　　年　　月　　日　
幹線保護 主幹器 ※1 ※2 ※3 幹線保護用遮断 設 計

幹線番号電気方式電　圧 用遮断機 系　統 こう長 負荷名称 具定格負荷容量  1 負荷電流 需要率 設計負荷 許容電 電圧降下による 器の定格電流に 電線種別 許容電流 設計負荷電流 備　考
又は 定格電流 電流 [kVA] 効率 電流 圧降下 電線種別及び太 よる電線種別及 及び太さ による電圧降下

名　　称 [ V ] [ A ] L [ m ] [ A ] [kW] ×力率 [ A ] I [ A ] e,e' [ V ] さ　A [m㎡] び太さ [m㎡] [m㎡] [ A ] [ V ]
L-N-B1 1φ3W 100/200 100 常用回路 20.0 L-B1 100 15.0 77 1.0 77 3 9.1→CV  14□ CV  22□  (100A) CV  22□ 100 1.25

L-N-1 〃 〃 225 〃 25.0 L-1 225 38.8 195 〃 195 3 28.9→CV  38□ CV 100□ (260A) CV 100□ 260 0.87

L-G-1 1φ3W 100/200 100 自家発電回路 20.0 L-B1 100 16.6 85 1.0 85 3 10.1→CV  14□ CV  22□  (100A) CV  22□ 100 1.38

L-G-2 〃 〃 100 〃 25.0 86 〃 86 2.2 17.4→CV  22□ CV  22□  (100A) CV  22□ 100 1.74

〃 〃 　　　　　　　　          ● 0 L-1 50 9.3 48 〃 48

L-G-2A 〃 〃 9.0 L-2 50 7.3 38 〃 38 0.8 7.6→CV   8□ CV  14□    (76A) CV  14□ 76 0.43 許容電流　55％

＊１， 　効率及び力率が明確な場合は、記載する。

＊２， 　負荷電流は、第１相～中性相間、又は第２相～中性相間の大きい数値を用いた。

＊３， 　需要＝１．０とした場合を示す。

　負荷の種類及び使用状態などが想定できる場合は、需要率を考慮する。

○ 電圧降下による電線太さ 1）　 直流２線式、単相２線式 2）　 三相３線式 3） 　単相３線式 ただし、
A = 35.6×L×I [m㎡] A =   30.8×L×I [m㎡] A =    17.8×L×I   [m㎡] e   : 電圧線間電圧降下

1000×e 1000×e 1000×e' e'   : 電圧線ー中性線間電圧降下



自家発電設備計算書

１．特性等
（１） 対象負荷機器

２／８による。

（２） 発電機特性
ｘｄ'ｇ＝ 0.25 負荷投入時における電圧投下を評価したインピーダンス

（ｘｄ'ｇ＝0.25基、0.43共）
ΔＥ＝ 0.2 発電機端許容電圧降下

（△Ｅ＝0.2基）
ＫＧ3＝ 1.5 発電機の短時間過電流耐力

（ＫＧ3＝1.5共）
ＫＧ4＝ 0.15 発電機の許容逆相電流における係数

（ＫＧ4＝0.15共）
ηg／Ｃp＝ 0.9/1.06 発電機効率／原動機出力補正係数

（基P184表10-10）（共P183表10-9）

（３） 原動機特性
α＝ 0.2 原動機の仮想全負荷時投入許容値

（原則としてα＝0.25ε基）
ε＝ 0.8 原動機の無負荷時投入許容量

（基P180､181表10-7､表10-8）
γ＝ 1.1 電動機の短時間最大出力共：電気設備工事共通仕様書

（γ＝1.1共） 基：建築設備設計基準

（４） 発電機特性
Ｄ＝ 1 負荷の需要率

（防災負荷はＤ＝1.0）
ｄ＝ 1 ベース負荷の需要率

（防災負荷はｄ＝1.0）

２．自家発電設備
（１） 種類　 長時間形

（２） 発電機出力
定格出力 250 ｋＶＡ
定格電圧 6600 Ｖ
定格力率 0.8
極数 4 極
定格回転数 1500 ｒｐｍ

（３） 原動機出力
原動機の種別ディーゼルエンジン
無負荷時投入 0.8
過給方式 ・無過給機関

・過給機関
・過給機関（給気冷却器付）

定格出力 320 ＰＳ
使用燃料 軽油
定格回転数 1500 ｒｐｍ
整合率 1



３．負荷表（４台の機器の同時投入がある場合）
負荷名称 負荷記号 台数 算を必要とす 出力 出力 始動方式 Ｍ2の選定 Ｍ3の選定 Ｍ2'の選定 Ｍ3'の選択 高調波 不平衡負荷

入力又は出力 換算 ｍi 又は ｋｓ ｋｓ ｋｓ ｋｓ 　ｋｓ ｋｓ ｋｓ ｋｓ ｋｓ 　ｋｓ 発生 ［ｋＷ］
［ｋＶＡ､ｋＷ］ 係数 ［ｋＷ］ 制御方式  　・・ ・・×ｍi  　・・ ・・－1.47 ・・－1.47）×ｍ・・COSθs ・COSθs×ｍ・・COSθs ・COSθs－１COSθs－１） 負荷

Ｚ'm Ｚ'm Ｚ'm Ｚ'm 　Ｚ'm Ｚ'm Ｚ'm Ｚ'm Ｚ'm 　Ｚ'm Ｒi［ｋＷ］ Ｒ－Ｓ Ｓ－Ｔ Ｔ－Ｒ
消火栓ポンプ 1 ・
消火栓ポンプ 1 ・ 51.5 2.4 123.6 2.95 1.48 76.2 1.2 61.8 1.72 0.72 37.1 20 0 0
非常用照明 1 ・計算書（4/8により集計しておく）
ＥＧ補機 1 ・
スプリンクラーポンプ 1 55 ＳＣ 1.8 99 3 1.53 84.2 1.75 96.3 1.75 0.75 41.3
非常用エレベーター 1 18.5 1.224 22.6 ＥＬＶ 0 0 2.94 1.47 33.2 0 0 2.4 1.4 31.6 18.5
ＥＧ室給気機 1 2.2 Ｌ
ＥＧ室排気機 1 1.5 Ｌ

合計及び選定 負荷出力合計値Ｋ ｋｓ 　ｋｓ ｋｓ 　ｋｓ
Ｋ＝Σｍi＝ 132.8 ・・・ｍiの値が （・・－1.47）・ｍiの値が ・・COSθs・ｍiの値が （・・COSθs－１）・ｍiの値が ΣＲi＝Ｒ 20 0 0

Ｚ'm 　Ｚ'm Ｚ'm 　Ｚ'm 最大値：Ａ 20
最大となるｍi＝Ｍ2 最大となるｍi＝Ｍ3 最大となるｍi＝Ｍ2' 最大となるｍi＝Ｍ3' 次の値：Ｂ 0

Ｍ2＝ 51.5 Ｍ3＝ 55 Ｍ2'＝ 55 Ｍ2'＝ 55 18.5 最小値：Ｃ 0

（備考）１．出力換算係数は設計基準172～173ページによる。
　　　　２．ｋs、Ｚ'ｍ、COSθsの値は、設計基準175ページ表10-3による。
　　　　３．エレベーター及び電動機で同時始動する負荷がある場合は、3/8、4/8により集計し、一つの負荷とみなす。
　　　　　　　　　　　　　　　ｄ　　　　　　 　ｄ
　　　　４．Ｍの選定では、・・・・・・＝1.47、・・＝１としている。
　　　　　　　　　　　　　ηb・COSθb　　 　　ηb



４．負荷表（エレベーター同時使用計算用）
負荷名称 負荷記号 台数 換算を必要 出力 ① 制御方式 計算値 高調波

とする出力 換算 出力 始動瞬時 始動中 発生負荷
［ｋＷ］ 係数 ｍi ＲＧ2　　ＲＥ2用 ＲＧ3用 ＲＥ3用 Ｒi［ｋＷ］

［ｋＷ］ ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧
ｋｓ ｋｓ ks COSθS ks COSθS ｋｓ ｋｓ ks COSθS ks COSθS ｋｓ ｋｓ ｋｓ ｋｓ ks COSθS ks COSθS

 　・・ ・・・ｍi ・・・・ ・・・・・ｍi  　・・ ・・・ｍi ・・・・ ・・・・・ｍi  　・・ ・・・ｍi  　・・ ・・・ｍi ・・・・ ・・・・・ｍi
Ｚ'm Ｚ'm 　Ｚ'm 　Ｚ'm Ｚ'm Ｚ'm 　Ｚ'm 　Ｚ'm Ｚ'm Ｚ'm Ｚ'm Ｚ'm 　Ｚ'm 　Ｚ'm

集計 Ｍp＝Σ①＝ Σ②＝ Σ③＝ Σ④＝ Σ⑤＝ Σ⑥＝ Σ⑦＝ Σ⑧＝ ΣＲi＝Ｒ

選定 Ｍｐ＝  １　　１  １　　１  １　　１  １　　１
ＲＧ2： Ｚ'mp＝ ・・＝・・・Σ② ・・＝・・・Σ④ ・・＝・・・Σ⑥ ・・＝・・・Σ⑦

Σ②とΣ④を比較し、大きい値の方のＺ'mpとする。 Ｚ'm 　Ｍp Ｚ'm 　Ｍp Ｚ'm 　Ｍp Ｚ'm 　Ｍp
ＲＧ3： Ｚ'mp＝ 　　１ 　　１ 　　１ 　　１

始動中のＲＧ3用のＺ'mpとする。 ＝・・・× ＝・・・× ＝・・・× ＝・・・×
ＲＥ2： Ｚ'mp＝ COSθSP＝

Σ③とΣ⑤を比較し、大きい値の方のＺ'mpとCOSθspとする。 　　１ 　　１ 　　１ 　　１
ＲＥ3： Ｚ'mp＝ COSθSP＝ ＝・・・ ＝・・・ ＝・・・ ＝・・・

始動中のＲＥ3用のＺ'mpとCOSθspとする。
　　 　　Σ③ 　　 　　Σ⑤ 　　 　　Σ⑧
COSθsp＝・・ COSθsp＝・・ COSθsp＝・・
　　　 　Σ② 　　　 　Σ④ 　　　 　Σ⑦

＝・・・＝ ＝・・・＝ ＝・・・＝

（備考）１．Ｍp、Ｚ'mp、COSθspは、次による。
　Ｍp：分負荷時の相当出力 Ｚ'mp：分負荷投入時の負荷の相当始動インピーダンス COSθsp：分負荷投入時の相当始動力率

　　　　２．諸元値は、5/8による。
　　　　３．エレベーターの出力換算係数は、設計基準172ページ2)ロ）による。



５．負荷表（同時始動計算用）（エレベーターは除く）（４台の機器の同時投入がある場合）
負荷名称 負荷記号 台数 換算を必要 出力 ① 制御方式 計算値 高調波 単相負平衡負荷

とする出力 換算 出力 始動瞬時 始動中 発生負荷 ［ｋＷ］
［ｋＶＡ、ｋＷ］ 係数 ｍi ② ③ ＲＧ2　　ＲＥ2用 ＲＧ3用　　　ＲＥ3用 Ｒi［ｋＷ］ Ｒ－Ｓ Ｓ－Ｔ Ｔ－Ｒ

［ｋＷ］ ｋｓ ｋｓ ks COSθS ks COSθS ④ ⑤ ⑥ ⑦
 　・・ ・・・ｍi ・・・・ ・・・・・ｍi ｋｓ ｋｓ ks COSθS ks COSθS ｋｓ ｋｓ ｋｓ ｋｓ

Ｚ'm Ｚ'm 　Ｚ'm 　Ｚ'm  　・・ ・・・ｍi ・・・・ ・・・・・ｍi  　・・ ・・・ｍi  　・・ ・・・ｍi
Ｚ'm Ｚ'm 　Ｚ'm 　Ｚ'm Ｚ'm Ｚ'm Ｚ'm Ｚ'm

消火栓ポンプ 1 11 λ－△ 2.38 26.2 1.19 13.1 4.76 52.4 2.38 26.2 4.76 52.4 2.38 26.2
消火栓ポンプ 1 15 λ－△ 2.38 35.7 1.19 17.9 4.76 71.4 2.38 35.7 4.76 71.4 2.38 35.7
非常用照明 1 20 1 20 1 20 1 20 1 20 20 0 0
ＥＧ補機 1 5.5 λ－△ 2.38 13.1 1.43 7.9 1.5 8.3 1.2 6.6

ΣＲi＝Ｒ
集計 Ｍp＝Σ①＝ 51.5 Σ②＝ 95 Σ③＝ 58.9 Σ④＝ 123.8 Σ⑤＝ 61.9 Σ⑥＝ 152.1 Σ⑦＝ 88.5 0 20 0 0

選定 Ｍｐ＝ 51.5  １　　１  １　　１  １　　１
ＲＧ2： Ｚ'mp＝ 0.416 ・・＝・・・Σ② ・・＝・・・Σ④ ・・＝・・・Σ⑥

Σ②とΣ④を比較し、大きい値の方のＺ'mpとする。 Ｚ'm 　Ｍp Ｚ'm 　Ｍp Ｚ'm 　Ｍp
ＲＧ3： Ｚ'mp＝ 0.339 　　１ 　　１ 　　１

Σ②とΣ⑥を比較し、大きい値の方のＺ'mpとする。 ＝・・・× ＝・・・× 123.8 ＝・・・× 152.1
ＲＥ2： Ｚ'mp＝ 0.416 COSθSP＝ 0.5 51.5 51.5

Σ③とΣ⑤を比較し、大きい値の方のＺ'mpとCOSθspとする。 　　１ 　　１ 　　１
ＲＥ3： Ｚ'mp＝ 0.339 COSθSP＝ 0.582 ＝・・・ ＝・・・ ＝・・・

Σ③とΣ⑦を比較し、大きい値の方のＺ'mpとCOSθspとする。 0.416 0.339
　　 　　Σ③ 　　 　　Σ⑤ 　　 　　Σ⑦
COSθsp＝・・ COSθsp＝・・ COSθsp＝・・
　　　 　Σ② 　　　 　Σ④ 　　　 　Σ⑥

61.9 88.5
＝・・・＝ ＝・・・＝ 0.5 ＝・・・＝ 0.582

123.8 152.1

（備考）１．Ｍp、Ｚ'mp、COSθspは、次による。
　Ｍp：分負荷時の相当出力 Ｚ'mp：分負荷投入時の負荷の相当始動インピーダンス COSθsp：分負荷投入時の相当始動力率

　　　　２．諸元値は、5/8による。
　　　　３．出力換算係数は、設計基準172～173ページによる。



６．負荷機器（エレベーターを除く）同時始動の場合の諸元値
負荷　 始動方式 始動瞬時 始動中

ＲＧ3、ＲＥ3 ＲＧ４、ＲＥ4
ｋｓ ｋｓ ｋｓ ｋｓ ｋｓ ｋｓ

ｋｓ Ｚ'm ・・ ・・COSθ ｋｓ Ｚ'm ・・ ・・COSθ ｋｓ Ｚ'm ・・ ・・COSθ
Ｚ'm Ｚ'm Ｚ'm Ｚ'm Ｚ'm Ｚ'm

誘 ①　5.00 1 0.668 1.5 1.2
直入始動 1 7.14 ②  4.29

③  3.57
動 ④  2.86

①  1.67 定格出力が最大のもの及び
2.38 ②  1.43 その次に大きいものを除くもの

電 ③  1.19 1 0.668 1.5 1.2
④  0.95

λ－Δ始動 1/3 定格出力が最大のもの及び 定格出力が最大のもの及び
動 その次に大きいもの その次に大きいもの

②　2.86 ②　2.86
2/3 0.14 4.76 ③　2.38 2/3 0.14 4.76 ③　2.38

機 0.14 ④　1.90 ④　1.90
①　3.50 ①　3.50

リアクトル 0.7 5 ②　3.00 0.7 5 ②　3.00
始動 ③　2.50 ③　2.50

④　2.00 ④　2.00
①　2.45 ①　2.45

コンドルファ 0.49 3.5 ②　2.10 0.49 0.14 3.5 ②　2.10
始動 ③　1.75 ③　1.75

④　1.75 ④　1.75
①　2.45

特殊コンドル 0.25 1.8 0.9 0.42 3 ②　2.10
ファ始動 ③　1.75

④　1.75
ＶＶＶＦ方式電動機 0 0 0 1 0.68 1.47 1.25
巻線形電動機 1 0.45 2.22 1.56 1 0.45 2.22 1.56
電灯・差込負荷 1 1 1 1 1 1 1 1
ＣＶＣＦ 1 0.9 1.11 1 1 0.9 1.11 1
整流器 1 0.68 1.47 1.25 1 0.68 1.47 1.25
（備考）①は５．５ｋＷ未満、②は５．５ｋＷ以上１１ｋＷ未満、③は１１ｋＷ以上３０ｋＷ未満、④は３０ｋＷ以上



７．エレベーター同時始動の場合の諸元値
負荷　 始動方式 始動瞬時 始動中

ＲＧ2、ＲＥ2 ＲＧ2 ＲＥ3
ｋｓ ｋｓ ｋｓ ｋｓ ｋｓ ｋｓ ｋｓ

ｋｓ Ｚ'm ・・ ・・COSθ ｋｓ Ｚ'm ・・ ・・COSθ ｋｓ Ｚ'm ・・ ｋｓ Ｚ'm ・・ ・・COSθ
Ｚ'm Ｚ'm Ｚ'm Ｚ'm Ｚ'm Ｚ'm Ｚ'm

直流ｻｲﾘｽﾀﾚ 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0.34 2.94 1 0.34 2.94 2.35
直流Ｍ－Ｇ 1 0.54 1.85 0.93 1 0.27 3.7 1.85 1 0.27 3.7 1 0.4 2.5 2.13
交流帰還 1 0.204 4.9 3.92 0 0 0 0 1 0.204 4.9 1 0.204 4.9 3.92
交流ＶＶＶＦ 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0.34 2.94 1 0.34 2.94 2.35

８．発電機出力の算出
＝1.47Ｄ・Ｓｆ＝1.47× 1 × 1.09 ＝ 1.602 ＲＧ1

ＲＧ1 △Ｐ＝Ａ＋Ｂ－２Ｃ＝ 20 ＋ 0 －2× 0 ＝ 20 1.602
Ｓｆ＝1＋0.60△Ｐ／Ｋ＝1＋0.60× 20 ／ 132.8 ＝ 1.09 △Ｐ／Ｋ＝ 0.15 ≦ 0.3

　1－△Ｅ 　ｋｓ 　Ｍ2 　　１　－ 0.2 51.5 ＲＧ2
ＲＧ2 ＝・・・・ ・ｘｄ'g・ ・・・・・ ・・・・＝ ・・・・・・・・・・ × 0.25 × 2.4 ×・・・・ ＝0.931 0.931

　　△Ｅ 　Ｚ'ｍ 　 Ｋ 0.2 132.8
エレベーター
の有無 　　ｆｖ1　　　　 　　ｋｓ　　　　　 Ｍ3

＝・・・・ ｛1.47ｄ＋（・・－1.47ｄ）・・｝ ＲＧ3
ＲＧ3 有・無 　　ＫＧ3     　　　  Ｚ'ｍ　　　　　Ｋ 1.402

1 55
＝・・・・×｛1.47× 1 ＋（ 3 －1.47× 1 ）・・・・｝＝1.402

1.5 132.8

　　１　　　　　　　Ｒ　　　 　　△Ｐ
＝・・・ √（0.432・・）＋（1.23・・）（1－3ｕ＋3ｕ2）
　ＫＧ4　　　　 　　Ｋ　　　　　　Ｋ
　　１ 18.5 20 ＲＧ4

ＲＧ4 ＝・・・√ （0.432× ・・・・)2 ＋1.23× ・・・）2 （1－3× 1 ＋３× 1 ）＝ 1.298 1.298
0.15 132.8 132.8

　 　　Ａ－Ｃ 20 － 0
ｕ＝・・・・・・＝ ・・・・・・・・・・・・・・・ ＝ 1 ｕ2＝ 1
　　　　△Ｐ 20

ＲＧ
ＲＧ ＲＧ1、ＲＧ2、ＲＧ3、ＲＧ4のうち最大値　　ＲＧ＝ＲＧ1　　　1.47Ｄ≦ＲＧ≦2.2 1.602

発電機定格出力G［kVA］ ＲＧ×Ｋ＝ 1.602 × 132.8 ＝ 212.7 ［ｋＶＡ］ 250 ［ｋＶＡ］
（備考）１．スコット結線変圧器使用の場合は、Ｓｆ＝１とする。
　　　　２．△Ｐ／Ｋ＞のときは、負荷の平衡をとる。
　　　　３．△Ｅ、ｘｄ'g、ＫＧ3、ＫＧ4の値は、設計基準より次による。△Ｅ＝0.2、ｘｄ'g＝0.25、ＫＧ3＝1.5、ＫＧ4＝0.15
　　　　４．エレベーター有の場合は、ｆｖ1＝1.0とし、エレベーター無の場合のｆｖ1は設計基準178ページ表10-6による。
　　　　５．ＲＧが2.2を超える場合は、設計基準179ページによる。



９．原動機出力の算出及び整合 ＲＥ1
ＲＥ1 ＝1.3Ｄ ＝1.3× 1 ＝ 1.3 1.3

　　　　　　　　　　1.163　　ks　　　　　　　　　Ｍ'2
ディーゼル ＝ｆｖ2｛1.026ｄ＋（・・・・・・COSθS－1.026ｄ）・・｝
機関 　　　　　　　　　　　ε　　Ｚ'm　　　　　　　　　Ｋ

　　1.163 55 ＲＥ2
ＲＥ2 ＝ 0.9 ｛1.026× 1 ＋（・・× 1.75 －1.026× 1 ）×・・・ ｝＝ 1.625 1.625

エレベーター 　　0.7 132.8
の有無

　　　　　1.163　 ks　　　 　Ｍ'2 1.163 ＲＥ2
ガスタービン有・無 ＝ｆｖ2｛・・・・・・COSθS－・・｝　＝ ｛・・・× ×・・・・ ｝＝

　　 　　　ε　　Ｚ'm　　　　 Ｋ　

　ｆｖ3　　　　　　　　　　ks　　　　　　　　　Ｍ'3
＝・・・｛1.368ｄ＋（1.163・・COSθS－1.368ｄ）・・｝

ＲＥ3 　　γ　　　　　　　　　　Ｚ'm　　　　　　　　　Ｋ
1 55 ＲＥ3

＝・・・・ ｛1.368× 1 ＋1.163× 1.75 －1.368× 1 ）・・・・ ｝＝ 1.495 1.495
1.1 132.8

ＲＥ
ＲＥ ＲＥ1、ＲＥ2、ＲＥ3のうち最大値　　　ＲＥ＝ＲＥ2　　1.3≦ＲＥ≦2.2 1.625

原動機定格出力Ｅ ＝1.36ＲＥ・Ｋ・Ｃp
［ＰＳ］ ＝1.36× 1.625 × 132.8 × 1.06 ＝ 311 ［ＰＳ］ 320 ［ＰＳ］以上

整合率 　　　　　Ｅ 320
ＭＲ ＭＲ＝・・・・・・＝ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・＝ 1.006 1＜ＭＲ＜1.5

　　　 1.2Ｃp・Ｇ 1.2× 1.06 × 250

自家発電設備の出力 Ｇ＝ 250 ［ｋＶＡ］ 力率＝0.8 Ｅ＝ 320以上 ［ＰＳ］ ディーゼル機関、過給機関

（備考）１．エレベーター有の場合は、ｆｖ2＝0.9、ｆｖ3＝1.0とし、エレベーター無の場合はのｆｖ2、ｆｖ3は、設計基準178ページ表10-6による。
　　　　２．ディーゼル機関の場合のεは設計基準180ページにより、また、ガスタービンの場合のεは、0.7とする。
　　　　３．γの値は1.1とする。
　　　　４．ＲＥが2.2を超える場合は、設計基準182ページによる。
　　　　５．Ｃpは設計基準183ページ表10-9による。



１０．燃料槽
　　ｂ・Ｐ・Ｈ
Ｑ＝・・・・・［ｌ］
　　　　ｗ
ここに、 Ｑ：燃料必要量［ｌ］

ｂ：燃料消費率［ｇ／ＰＳ・ｈ］
Ｐ：原動機出力［ＰＳ］
Ｈ：運転時間＝10ｈ等
ｗ：燃料密度＝830［g/l］（軽油）

　　780［g/l］（灯油）
　　850［g/l］（Ａ重油）

　　200×320×10
Ｑ＝・・・・・・・

830
　＝771 ［ｌ］

１１．冷却水（ディーゼル機関）
　　　　　ｑ×Ｐ×Ｈ
Ｗ＝・・・・・・・・・・・・・［ｍ3］
　　Ｃ×（ｔ2－ｔ1）×１０3



テレビ共同受信設備出力レベル計算書

（系統図）

測定による場合は、その値による。
（注）増幅器の出力には限界があるので注意する。
　　（増幅器入力＋利得は定格出力以上にならない。）

衛生放送受信用同軸ケーブルの電気的特性

ケーブルの種類 特性インピーダンス最大減衰量［ｄＢ／ｍ］
［Ω］ 220ＭＨz 770ＭＨz 1300ＭＨz

S-5C-FB 75 0.111 0.22 0.311
S-7C-FB 75 0.081 0.163 0.233

１．総合損失Ｌo［ｄＢ］
Ｌo＝Ｌu1＋Ｌu2×（Ｎ－１）＋（Ｌd1又はＬd2）＋Ｌd3＋ｌ1×Ｌl
ここに Ｌu1：直列ユニット結合損失［ｄＢ］

Ｌu2：直列ユニット挿入損失［ｄＢ］
Ｎ：１系列の直列ユニットの個数［個］
Ｌd1：分岐器結合損失［ｄＢ］
Ｌd2：分岐器挿入損失［ｄＢ］
Ｌd3：分配器分配損失［ｄＢ］
ｌ1：分配器（分岐器）から端末直列ユニットまでの配線距離［ｍ］
Ｌl：配線の最大減衰量［ｄＢ／ｍ］

記号 器具形式・ 単位減衰量［ｄＢ／ｍ、個］ 数量 減衰量［ｄＢ］
ケーブル種別 ＶＨＦ ＵＨＦ ＢＳ－ＩＦ ＶＨＦ ＵＨＦ ＢＳ－ＩＦ

Ｌu1 BS-7F-R 8.5 9 10 1 8.5 9 10
Ｌu2 BS-7F-7 1.3 1.8 2 4 5.2 7.2 8
Ｌu3 BS-D4 7.5 8 9 1 7.5 8 9
Ｌl S-5C-FB 0.111 0.22 0.311 40 4.44 8.8 12.44

総合損失Ｌo［ｄＢ］ 25.64 33 39.44

（備考） ＶＨＦ：90～222ＭＨz
ＵＨＦ：470～770ＭＨz
ＢＳ－１Ｆ：1035～1335ＭＨZ



２．増幅器出口レベルＥo［ｄＢ］
Ｅo（Ｖ又はＵ）＝（ＥV又はＥU）＋ＧA－Ｌd4－ｌ2×Ｌl＋ＧAMP
Ｅo（ＢＳ）＝ＥBS－Ｌd4－ｌ2×Ｌl＋ＧAMP

ＥV：ＶＨＦ標準アンテナ出力電圧［ｄＢ］
ＥU：ＵＨＦ標準アンテナ出力電圧［ｄＢ］
ＧA：アンテナ利得［ｄＢ］
Ｌd4：混合器（分波器）挿入損失［ｄＢ］
ｌ2：増幅器から各受信点までの配線距離［ｍ］
Ｌl：配線の最大減衰量［ｄＢ／ｍ］
ＧAMP：増幅器利得
ＥBS：ＢＳコンバータ標準出力レベル（80ｄＢ）

（備考） １．計算した増幅器出口のレベルＥoが増幅器定格出力を上回る場合は、
　　増幅器定格出力をＥVとする。
２．ＥV及びＥUは、設計標準297ページ図8-7による。

分配器入口から各受信点までの減衰量
記号 器具形式・ 単位減衰量［ｄＢ／ｍ、個］ 数量 減衰量［ｄＢ］

ケーブル種別 ＶＨＦ ＵＨＦ ＢＳ－ＩＦ ＶＨＦ ＵＨＦ ＢＳ－ＩＦ
Ｌl S-5C-FB 0.111 0.22 0.311 20 2.22 4.4 6.22

合計 2.22 4.4 6.22

（備考） ＶＨＦ：90～222ＭＨz
ＵＨＦ：470～770ＭＨz
ＢＳ－１Ｆ：1035～1335ＭＨZ

アンテナ 標準アンテナ出力 アンテナ アンテナ 分配器 端末 増幅器
形式 電圧・ＢＳコンバー 利得 出力 の入口 ユニット 必要利得

タ標準出力レベル レベル レベル 必要レベル
ＥV,ＥU,ＥBS ＧA ③ ③－②＝④ ⑤ ⑤＋①－④

［ｄＢ］ ［ｄＢ］ ［ｄＢ］ ［ｄＢ］ ［ｄＢ］
ＶＨＦ 75 7 82 79.78 70 15.86
ＵＨＦ 70 8 78 73.6 70 29.4
ＢＳ－ＩＦ 80 80 73.78 55 20.66
増幅器の選定 ・設ける　（ＵＶ－２形）（ＢＳ－１形）

・設けない

増幅器利得⑥ 増幅器出口レベル計算値増幅器定格増幅器出口⑦
ＧAMP［ｄＢ］ ④＋⑥［ｄＢ］ 出力［ｄＢ］レベルＥo［ｄＢ］

ＶＨＦ 35 114.78 110 110
ＵＨＦ 40 113.6 115 113.6

ＢＳ－ＩＦ 40 113.78 105 105



３．端末の直列ユニットレベルＥ［ｄＢ］
Ｅt（Ｖ又はＵ）＝ＥO（Ｖ又はＵ）－ＬBS－ＬO
Ｅt（ＢＳ）＝Ｅo（ＢＳ）－Ｌo

ＬBS：ＢＳ増幅器混合損失（1.3ｄＢとする。）
・ＶＨＦ Ｅt（Ｖ）＝ 110⑦ －1.3－ 25.64① ＝ 83.06 ［ｄＢ］
・ＵＨＦ Ｅt（Ｕ）＝ 113.6⑦ －1.3－ 33.0① ＝ 79.3 ［ｄＢ］
・ＢＳ－ＩＦ Ｅt（ＢＳ）＝ 105⑦ － 39.44① ＝ 65.56 ［ｄＢ］



交換装置容量計算書

１．内線数
Ｎla＝Ｓa＋Ｓfax＋Ｓl
Ｎlt＝Ｓd＋Ｓb＋Ｓp
ここに Ｎla：アナログ内線数

Ｎld：デジタル内線数
Ｓa：アナログ電話機（一般及び多機能）台数
Ｓfax：Ｇ３ファクシミリ（ダイヤルイン端末となるもの）台数
Ｓl：長距離内線（内線延長）数
Ｓd：長距離内線（内線延長）数
Ｓd：データ端末機（端末機及びデジタル電話機）台数
Ｓb：ＩＳＤＮ端末機（ＩＳＤＮネット64）、Ｇ４ファクシミリ台数
Ｓp：ＩＳＤＮ端末機（ＩＳＤＮネット1500）台数

Ｓa＝ｋ・Ｓ＋Ｔとし、収容人員のみならず業務内容、将来の増築（増員）等も考慮
入居官署と打合せの上決定する。

ｋ：内線算出係数（0.6～0.9）
Ｓ：収容人員
Ｔ：会議室等に必要な電話機台数

Ｓa＝ 0.8 × 272 ＋ 13 ＝ 231
Ｎla＝ 231 ＋ 9 ＋ 10 ＝ 250
Ｎld＝ 37 ＋ 3 ＋ 0 ＝ 40

アナログ内線数：Ｎla＝ 250 （回線）
デジタル内線数：Ｎld＝ 40 （回線）

２．外線数
Ｍla＝Ｓa＋Ｍfax
Ｍld＝Ｍd＋Ｍi
Ｍfax＝Ｓfax・（2～3）
Ｍd＝Ｓd・（3～4）
Ｍi＝（2・Ｓb＋n・Ｓp）・（3～4）
ここに Ｍla：呼量を加味したアナログ換算内線数

Ｍld：呼量を加味したデジタル換算内線数
Ｍfax：アナログファクシミリ換算内線数
Ｍd：データ端末機換算内線数
Ｍi：ＩＳＤＮ端末機換算内線数
ｎ：ＩＳＤＮネット1500の必要チャンネル数

Ｍla＝ 9 × 3 ＝ 27
Ｍld＝ 37 × 4 ＝ 148

Ｍfax＝ （2 × 3 ＋ 23 × 0 ）× 4 ＝ 24
Ｍd＝ 231 ＋ 27 ＝ 258
Ｍi＝ 148 ＋ 24 ＝ 172
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